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 『ボールリフティング』 

 

ラソス香月ＳＳＣ監督 永倉克哉 

 

 

◇ ラソス香月ＳＳＣの選手たちに望むこと  

サッカー大好き少年。サッカー小僧。  『いつもボールと共にいる！！』 

常に高い目標を持ち、目を輝かせて、 『ひたむきな努力を続ける！！』 

 

◆ ボールリフティングは、 『個人の努力の証』 。 （本当にサッカーが好きなら、誰にでもできる） 

だからこそ、香月ＳＳＣではずっとリフティングを重視している。 （最低限の達成目標を設定）  

 

達成目標 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

足だけ １０回 ２０回 ３０回 ４０回 ５０回 ６０回 

ももだけ １０回 ２０回 ３０回 ４０回 ５０回 ６０回 

頭だけ ５回 １０回 １５回 ２０回 ２５回 ３０回 

オットセイ ５秒 １０秒 １５秒 ２０秒 ２５秒 ３０秒 

 

『たったこれだけ…？』と他チームの選手から笑われる数かも。でも、全員が達成すれば価値がある。 

達成できたから「素晴らしい選手になる」とは限らない。でも「努力している選手」なら必ず達成できる。 

過去の先輩には、片足がない（義足）少年が６００回 ・ 努力家の女子選手（主将）が１０００回以上。 

クラスで一番足の遅い少年がチーム最高記録（５０００回）を達成。 これが努力。 

   だから私は、今までもこれからも… どんなに運動能力に優れていてサッカーが上手に見えても、 

ボールリフティングが達成できていない選手を「努力している選手」として信頼することはできません。 

 

ラソス香月ＳＳＣらしいサッカーとは、 

『ボールを大切にし、一人ひとりの力不足をチームワークでカバーし合う、見ていて楽しいサッカー』 

 

◇ 家庭で行うべきこと  

   毎日のあいさつ・気持ちの良い返事・時間を守る・早寝早起き・充分な睡眠・規則正しい生活習慣。  

   食事（毎日３食・好き嫌いなく・栄養フルコース型食事）・ルールを守る・ストレッチ・努力を続ける習慣。 

   どんなにサッカーで疲れていても、遅刻せず登校する。宿題や毎日の学習は絶対にやりとげる習慣。 

   炭酸飲料（糖分過多）・スナック菓子（油分過多＝脂肪分・塩分過多）などをなるべく控えさせる習慣。 

   時間がかかっても、自分でできることは自分でさせる習慣。自分で話せることは自分で話させる習慣。 

   何でも手を出しすぎず自分の力でやらせる習慣。大人の行き過ぎた干渉は子どもの自立を阻害する。 

   自立支援の為に「転ばぬ先の杖を出さない」「察しの悪い大人を演じる」「興味を持ってほっておく」ことも。   

   ★ 『努力家の子どもに成長させるためには、まず大人自身が努力家であることを心がけましょう！！』 

 

☆ 将来につながる大切な時期だからこそ、全員で『ひたむきな努力』を続けましょう！！ 


